
2025_0901「ムササビ、親子で爆睡！（写真）」日々の理科 4042号

お茶の水女子大学 サイエンス＆エデュケーション研究所 田中 千尋

・

北軽井沢に設置した「フクロウ用の巣箱」にムササビの親子が入っています。少し前まで、オスが盛んに巣作

りそしていました。巣草を運び込んだり、それを敷いて「寝床」を整えていました。そこへ数日前から親子（母

さんと子）が入りました。昼は、母さんムササビのおなかをベッドにして、子ムササビが寝ています。親も寝て

いるので、親子で爆睡です。

ムササビはネズミの仲間（ネズミ目／ねずみもく）では、日本最大の種です。体重も成獣では 1.5kgにもなり

ます。モモンガよりもずっと大きな動物です。実はムササビの授乳期間は非常に長く、約３か月にもなります。

子育て中に出産した場所にとどまり続けることは稀で、途中で巣を変えるのが普通です。この親子も、ほかの巣

から移ってきたのでしょう。その「新居」の準備を、オスがしていたというわけです。

親は夜間は外に出て、餌をさがしに行きます。その間子ムササビは「森の中でひとりぼっち」ですが、これだ

け大きくなっていれば、ヘビに丸のみされることもありません。心配なのは、天敵の一つフクロウに襲われるこ

とです。もともとフクロウの巣箱なので、時々フクロウが現れるのです。

（北軽井沢／東京から遠隔観測）

※現在の巣箱内の様子は、こちらでリアルタイムに見られます。夜間は暗いので、巻き戻して昼の「爆睡映像」

をご覧ください！

https://www.youtube.com/watch?v=v4uK1uYIOsI


